
はじめに

アサリは日本各地の潮間帯から水深約１０mまで

の砂礫泥底に生息し、全国的に食用とされる最も

なじみのある二枚貝です。全国のアサリの生産量

は、近年、減少が続いており問題となっています１）

（図１）。一方、北海道では年間１，０００～１，５００t

の安定した生産が続いています２）。そのため、全国

の生産に占める割合はこの２０年で２％台から５％

台に増加しました。今後、国内のアサリの安定供

給を考える上で、北海道の安定したアサリ生産の

重要性がさらに高まるかもしれません。

２０１４年に道内でアサリが生産された市町村を表

１に示します。統計上１t以上の生産があった市町

村は、わずか７市町しかありません。さらに、厚

岸町と別海町だけで、道内のアサリ生産量の約８

割を占めています。北海道のアサリは特定の海域

に強く依存して生産が行われていることが分かり

ます。これはアサリの主漁場が厚岸湖、風蓮湖、

火散布沼などの干潟が発達した海域に限られてい

るためです。これらの天然漁場における漁業生産

を維持することはもちろん重要です。一方、北海

道におけるアサリ生産の増大を目指すためには、

既存の漁場に依存しない、新たな生産手法の開発

も必要だと考えられます。

近年、兵庫県や三重県でアサリの垂下養殖が行

われるようになり、全国的に注目を集めています３）。

北海道でもアサリの垂下養殖による生産が可能と

なれば、特定の海域に依存することなく、より広

い海域でアサリの生産が行われ、生産量を増大さ

せることができるかもしれません。

北海道でアサリの垂下養殖を考える場合、クリ

アしなければならない課題がいくつかあります。

これまでの研究で、北海道の天然漁場のアサリの
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表１ ２０１４年の北海道の市町村別アサリ生産 北
海道水産現勢より作成。生産量が１t以上の
市町村のみを示している

図１ 全国と北海道のアサリの生産量の経年変化
農林水産省海面漁業生産統計調査および北
海道水産現勢より作成
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成長は本州と比較して非常に遅いことが示されて

います４）。北海道のアサリは、主に春から秋に成長

し、水温の低下する冬はほとんど成長しません。

そのため、漁獲サイズ（３０～４０mm）になるまで３

～５年かかると考えられています４―６）。垂下養殖で

は二枚貝を育てている間、その維持管理に人件費、

漁船の燃料代、さらに資材や漁船の減価償却費な

どのコストがかかります。このようなコストは養

殖期間に比例して増加します。垂下養殖が商業的

に成功しているホタテガイやカキの場合、約２年

で出荷できます７）。もし、アサリを垂下養殖して、

出荷まで４年もかかるようであれば、単純に考え

るとこれらのコストがホタテガイやカキの２倍か

かることになります。また、垂下養殖ではヒトデ

などの外敵を避けることができますが、それでも

一定の割合で死亡する個体が出てしまいます。養

殖期間が長くなれば、結果として生残率の低下も

問題となるかもしれません。北海道におけるアサ

リの成長の遅さは、アサリの垂下養殖を考える上

で大きな課題の一つだと言えます。

一方、これまで本州で行われた研究では、天然

漁場と比較して、垂下養殖条件下において、アサ

リの成長が非常に良いことが報告されていま

す３，８，９）。養殖アサリの成長が良い理由は、適正密

度に保たれること、�を競合する他の生物が容器

内にいないこと、�環境が改善されることなどが

指摘されています８）。もし、北海道においても垂下

養殖条件下でアサリの成長が促進されるようであ

れば、垂下養殖期間に応じてかかるコストの課題

はクリアされるのかもしれません。

そこで、我々は北海道における垂下養殖条件下

でのアサリの成長や生残を明らかにすることを目

的として、函館湾において本州の生産で用いられ

ているコンテナ方式により、道内初となるアサリ

の垂下養殖試験を実施しました。なお、本試験は

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「地

域特産化をめざした二枚貝垂下養殖システムの開

発」の一部として実施したものです。また、本稿

は２０１６年１月１５日に札幌市で開催された「育てる

漁業研究会」（主催：一般社団法人北海道栽培漁業

公社）で配布した講演要旨を改変したものです。

材料と方法

アサリの垂下養殖試験は、函館湾東部に位置す

る函館漁港で実施しました（図２）。２０１２年に漁港

内に３５０m２の海域占有許可を取得して、試験用養殖

桁（桁延長１５m）を設置しました。試験海域の深度

は約５m、施設の幹綱は水深約１mに設定しました。

試験は２０１２年１２月～２０１４年７月にかけて行いまし

た。今回は２０１３年６月から２０１４年７月にかけて行っ

た試験の結果を紹介します。

アサリの養殖資材は、コンテナ（長さ４８cm×幅

３３cm×高さ１２cm）と３種類の基質（アンスラサイ

ト、陶器殻、陶器殻＋ケアシェル：混合比率７：

３）を用いました（写真１）。アンスラサイトは、

図２ 位置図
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京都のトリガイの垂下養殖で用いられている基質

です。陶器殻は水産研究・教育機構水産工学研究

所で試験的に開発されたリサイクル素材で、本州

のアサリの垂下養殖で利用されている砂利の代替

品として用いました。ケアシェルは、同じく本州

のアサリの天然採苗や垂下養殖に砂利と混合して

用いられているカキ殻加工固形物です。コンテナ

には各基質１０リットルとアサリ１００個体を入れまし

た。アサリは函館湾産の母貝を用いて栽培水産試

験場で生産された人工種苗を用いました。試験開

始時のアサリの平均殻長は１２．３mmでした。試験は

２０１３年６月２５日に開始しました。

養殖アサリの成長を明らかにするため、９月２５

日、１２月５日および２０１４年４月３０日にコンテナを引

き揚げて、各基質から３０個体を抽出してデジタル

ノギスを用いて殻長を測定しました。測定したア

サリはそのままコンテナに戻し、２０１４年７月２日

まで試験を継続しました。養殖試験期間中、基質

やコンテナの交換は行いませんでした。養殖試験

が終了したコンテナは函館水産試験場に持ち帰り、

アサリを基質から取り出し、生残した個体数の計

数、殻長、殻高、殻幅、全重量および軟体部重量

の測定を行いました。

結果と考察

２０１３年６月に垂下した殻長１２．３mmのアサリは約

１年後に殻長４３．０～４４．８mm（各コンテナの平均値、

以下同様）となり、非常に良好な成長が見られま

した（写真２、図３）。函館湾におけるアサリの出

荷サイズは３２mmとされており、養殖開始から約半

年の１２月の段階で平均サイズは出荷サイズを超え

ていました。基質の違いによる成長の差はほとん

ど見られませんでした。

平均生残率（生きて回収された割合）は８５．３％

でした。「陶器殻」および「陶器殻＋ケアシェル」

を基質としたコンテナでは、９割以上の生残個体

が回収されたのに対し、比較的軽量な素材である

「アンスラサイト」を基質としたコンテナでは６

割程度しか生残個体が回収されませんでした。試

験終了時のコンテナ内の基質の厚さは、「陶器殻」

および「陶器殻＋ケアシェル」では７０mm以上あっ

たのに対して、「アンスラサイト」では５２．６mm

しかなく、基質のコンテナ外への流出が起きたと

考えられます。アンスラサイトで生残率が低下し

た原因は、基質の流出に伴いコンテナ内のアサリ

の一部が逸散したものと推測されました。コンテ

写真１ アサリ垂下養殖資材。Ａアサリ垂下養殖
用コンテナ、B３種類の基質。上からアン
スラサイト、陶器殻、陶器殻＋ケアシェル

写真２ 養殖試験終了時の養殖アサリ Ａ：回収
された養殖アサリ、Ｂ：養殖アサリの身
入り、Ｃ：コンテナ１箱から回収された
養殖アサリ（基質：陶器殻）
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ナ方式でアサリの垂下養殖を行う際の基質の選定

にあたっては、流出しにくいことが重要な条件の

一つだと考えられます。

各コンテナのアサリの平均肥満度（肥満度＝軟

体部重量（g）／（殻長（mm）×殻高（mm）×殻幅（mm））

×１０５）は２３．２～２４．６でした。函館湾の天然漁場に

おける肥満度のピークは１７．６～１７．９と報告されてい

ることから１０）、養殖アサリの身入りは非常に良好と

言えます（写真２B）。コンテナ１個あたりから回

収されたアサリの重量は１．０～１．５kgでした。本試

験の結果から１２mmの種苗を初夏から垂下養殖した

場合、半年後に出荷サイズに達し、１年後には４０

mmを越え、コンテナ１個あたり１～１．５kgの生産

が見込めることが示されました。先に述べたとお

り、北海道のアサリは、冬季の低水温のため成長

可能な期間が短く、本州と比較して成長が遅いと

考えられてきました。しかし、函館湾の養殖アサ

リは、本州の養殖アサリの試験結果と比較しても

遜色のない高成長を示しています。北海道のアサ

リは、成長に関して非常に高いポテンシャルを持っ

ていることが初めて明らかとなりました。垂下養

殖という手法によりアサリの成長に適した環境を

人為的に作り出すことで、そのポテンシャルを引

き出すことができる可能性があると考えられます。

北海道におけるアサリ垂下養殖の実用性の可否

を検討する上で、少なくとも道南海域では、低水

温による「成長の遅さ」を問題視する必要はなさ

そうです。今後は、１０mm台の種苗の生産技術の開

発や垂下養殖が可能な静穏域の確保が大きな課題

になると思われます。また、本試験は北海道の中

では最も温暖な海域である津軽海峡で、しかも沿

岸地域の人口が比較的多く、陸域からの栄養塩の

供給により周辺海域よりも生産性が高まることが

期待される函館湾で行われました。より寒冷な海

域や生産性の低い海域でも垂下養殖条件下でアサ

リの高成長が見られるかどうかは分かりません。

他海域における垂下養殖条件下でのアサリの成長

の検証が必要です。また、垂下養殖試験を様々な

条件の海域で行うことで、天然漁場でアサリの成

長を抑制している要因の解明につながるかもしれ

ません。

北海道立総合研究機構水産研究本部は、２０１５年

４月に「漁港・港湾静穏域を利用した二枚貝等養

殖技術開発プロジェクト」推進要領を策定し、日

本海海域においてアサリ等の二枚貝垂下養殖技術

開発の取り組みを始めています。このプロジェク

トを通して、北海道におけるアサリ垂下養殖に関

する更なる知見の集積が進むことが期待されます。
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